
旧波門崎燈籠堂について 

 

1620年（元和6年） 明石舟入掘削始まる。（「播州明石記録」） 

1633年（寛永10年） 波門石壁築出す。（「播州明石記録」） 

1657年（明暦3年） 燈籠堂設置。（工部省1884） 

1705年（宝永2年） 波門崎の石垣を普請。（「松平家記」） 

1845年（弘化2年） 燈籠堂改正。（工部省 1884） 

1873年（明治6年） 瓦斯になる。（「明石名勝古事談」1927） 

1883年（明治16年） 石造部の正面上部、側面一部に白ペンキ塗り（「明石名勝古事談」1927） 

1905年（明治38年）以降 電気供給が始まり、燈籠堂横に電灯設置される。 

1932年（昭和7年） 火袋の柱を木造からコンクリートに改築。これまでの電灯による燈

棹を外し、燈籠部に政府公認の灯火を灯す。 

1951年（昭和26年） 明石市から国（海上保安部）へ移管。 

1953 年（昭和 28 年） 笠部も含め、燈籠部をコンクリ―トに改修。石積み全面に白ペン

キを塗布。屋根上部に宝珠に似せた「電気照明具」を付ける。 

1963年（昭和38年） 沖合に新灯台が設置されたことにより、灯台としての機能廃止。 

1999年（平成11年） 海上保安部から明石市へ譲渡。 

2014年（平成26年） 国登録有形文化財に登録 

2021年（令和3年）1月20日 明石市指定文化財に「旧波門崎燈籠堂（石積）」を指定 

2021年（令和3年）5月27日 国登録有形文化財登録解除 

2021年7月 旧波門崎燈籠堂火袋部取り外し 

2022年7月 旧波門崎燈籠堂木製火袋部取り付け、周辺整備完了 

  

 

 

  

 

 

 

 





 旧波門崎燈籠堂旧景 

 明治時代末年の旧波門崎燈籠堂 

  

 



 

 改修後の旧波門崎燈籠堂 

 改修後の波門崎燈籠堂 

 旧波門崎燈籠堂の火袋部 
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